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カントリーパーク情報

　熊本県農業公園には、ニュートンのリンゴの木が植えられ
ています。ニュートンが万有引力の法則を発見した話で有名
なこのリンゴの木は、枯れる前に接ぎ木で増やされ、世界各
地で育てられています。
　日本には1964年に東京大学理学部附属植物園（小石川
植物園）に植栽され、農業公園には平成2年のオープン前に
接ぎ木から植栽されました。
　これまでなかなか実がつかず、つい
てもすぐに落ちていましたが、今年は
2個が成長し、うち1個は8月中旬まで
残っていました。この木は「ケントの花」
という実が落ちやすい品種ですが、今
年は直径約5cmまで成長しました。

　7月30日、中部保育園の夏休み学童クラブの児童29人が、熊
本県農業公園内の石窯でピザ焼き体験を行ないました。この石
窯は、昨年から農業公園の職員が仕事の後に手作りで作成した
もので、約半年をかけて完成しまし
た。今年から本格稼動を始めて、多
くの参加者がピザ焼き体験を楽し
んでいます。この日も、児童たちは
自分たちでトッピングしたピザをお
いしそうにほおばっていました。

ニュートンのリンゴの木をご存じですか？ 石窯でピザ焼き体験

JA菊池『まんまキッズスクール 』開校！

第24回動物愛護祭り

　7月3日、菊池地域農業協同組合では次世代を担う子どもたちを対象に、「まん
まキッズスクール」を開校しました。管内の小学生2～6年生が参加し、12月まで
毎月1回の計6回を予定して実施しています。子どもたちは耕作放棄地を利用して
の農園作業や収穫物の販売などを体験しています。
　第1回は田植え体験、マイはし作りが行なわれました。今後は、ミルク牧場での
搾乳体験、稲刈りなども計画されています。「自
然を体で感じ、ふるさとを愛す」「農家さんに感
謝し、食べ物を大切にする」「食べ物を作り出
す農業の大切さを学ぶ」などの約束宣言を毎
回唱和し、農作業を体験して「命」「食」「農業」
の大切さを子どもたちに感じてもらいます。

　動物愛護祭りは、動物の愛護と適正な飼養についての
関心と理解を深めるためにさまざまなイベントを行なって
います。家族の皆さんでの参加をお待ちしています。
と　き　9月23日（木）午前9時30分～午後1時
ところ　熊本県農業公園「カントリーパーク」のびのび広場

※カントリーパーク入園料300円（高校生以下無料）が必要です。　※ペットの同伴はできません。

内　容　�動物慰霊祭、盲導犬の理解・啓発、犬猫の飼い方
教室、長老犬表彰、動物愛護図画作品表彰と展
示、高校生の動物愛護主張、むたゆうじ氏ステー
ジ、○×クイズ、動物ものまねコンテスト、譲渡会　
など
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「知識の森」入口にあるリンゴの木 「焼き立てのピザ、おいしそう！」
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問い合わせ先　大津警察署 野々島駐在所　☎２４２－１１０６
問い合わせ先　菊池保健所 衛生環境課　☎０９６８－２５－４１３５

素敵な人生 素敵なパートナー素敵な人生 素敵なパートナー
　男女共同参画社会

の実現を図っていくた

めには、次世代を担う

子どもたちに、男女に

おける差別意識や性

別役割分担意識を抱

かせない教育が必要

です。合志市男女共

同参画まちづくり条例には、「男女共同参画

社会は、性別にかかわらず、市民が協力し、

支え合い、思いやりのある地域づくりの基礎

となり、共に責任を分かち合い、能力が活か

されることで創造力が増し、活力に満ちた、

真のまちづくりにつながっていきます。」と記

されています。そして、学校において実現す

べき姿として、「性別にとらわれず、個性と能

力が尊重される教育が推進される学校」「人

権教育が進み、人を思いやる心が育つ学校」

と示されています。

　学校では、子どもたちの発達段階に応じ

て、基本的人権を尊重する精神の涵
かんよう

養と実

践力の育成を目標に、男女の平等や相互の

理解、尊重、協力についての指導をさまざま

な教育活動を通して推進しているところで

す。例えば、掃除の時間や給食の時間などで

は、男女が協力して係り活動や班活動をして

います。また、学習中においても、男女が班で

協力しながらレポートをまとめたり、広用紙

に考えを書いたりしています。このように、子

どもたちは男女の区別なく、集団の中でお互

いの良さを認め合いながら、協力や共同して

いくことの大切さを学んでいます。

　子どもたちはそれぞれに個性と可能性を

持っており、性別によってその個性を固定的

なものにしたり、可能性を閉ざしたりしてしま

うことがあってはいけないと考えています。

性別役割分担意識にとらわれない学習指導

や進路指導の充実をさらに目指していきた

いと考えています。

前田　弘

合志市男女共同参画
推進懇話会委員

（南ヶ丘小学校長）
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